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１ 中世におけるシビュラの伝統
古代ギリシアにおいて，「シビュラ」（Σíβυλλα），または「シビュレー」
（Σιβúλλη）とは，アポロンの神託を狂乱状態で告げる巫女たちの一人の
ことを指していた。このシビュラの名声が高まるにつれて，さまざまな土
地と結びつけられて多数のシビュラが登場し，彼女らは「シビュライ」
（Σíβυλλαι）と複数化された。ローマの文人のマルクス・テレンティウス・
ウァロは『古代の人事と神事』（Antiquitates rerum humanarum et divina-
rum）において，１０名のシビュラ（Sibylla）の名前を挙げ（ペルシア，リ
ビア，デルポイ，キメリア，エリュトライ，サモス，クマエ，ヘレスポン
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トス，ピュリギア，ティブル），その由来を説明している。この作品自体
は失われてしまっているが，当該の箇所は，ラテン教父のラクタンティウ
スが『神学教理』（Divinae institutiones）の中で伝えている１）。他方，前
２世紀中葉から後３世紀初頭にかけて，のちに『シビュラの託宣』（Oracula
sibyllina）として編纂されることになる，ギリシア語によって記されたユ
ダヤ教＝キリスト教的文書群が成立している２）。ただし，『シビュラの託
宣』のテクスト全体は中世において知られておらず，それが初めて印刷さ
れたのはバーゼルで１５４５年のことである３）。
初期キリスト教の教父たちの中には，『シビュラの託宣』からの引用が
散見されるが４），しかし，後代への影響という点で重要な教父はラクタン
ティウスとアウグスティヌスである。ラクタンティウスは自作中に『シビュ
ラの託宣』から５７箇所引用しており，また自らの議論において積極的に利
用している５）。アウグスティヌスは，『神の国』（De civitate Dei）におい
て，この託宣集の中に含まれていたアクロスティック，すなわち，各行の
最初の文字を繋げると「イエス・キリスト，神の子，救世主」となる文章
をラテン訳して引用しており６），また，ラクタンティウスの『神学教理』
で引用されている託宣を一つにまとめる作業を行っている７）。さらに，ア
ウグスティヌスの著作として流通していた，カルタゴの助祭，クウォドウ
ルトデウスの『ユダヤ教徒，異教徒，アリウス派駁論』（Contra Iudaeos,
Paganos et Arrianos）も重要である。この著作の中で彼は，『神の国』の
記述に全面的に従いながらシビュラの託宣を伝えている８）。
上述した，ウァロによる１０名のシビュラのリストは，ラクタンティウス
『神的教理』以外にも，セビーリャの司教イシドルスの『語源誌』（Etymolo-
giarum sive originum libri XX）によって中世に伝えられた。同８巻第８章
の「シビュラについて」は明らかにラクタンティウスの記述に負っており，
ウァロのリストに見いだされる１０人のシビュラの名前が記されている９）。
また，フルダの修道院長ラバン・マウルも『万象について』（De universo）
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の第１５巻第３章の「シビュラについて」において，イシドルスの『語源誌』
に基づきながら１０人のシビュラの名前を挙げている。モンテ・カッシーノ
の修道院に所蔵されている，１０２２年から２３年にかけて制作された『万象に
ついて』の写本（標題は『事物の本性について』De rerum naturis）の一
葉には，向かいあって書物を開く２名を含めて，合計で１０人のシビュラが
描かれている１０）［図１］。
しかしながら，中世において実際に１０名のシビュラが描かれたり，彫刻
されたりすることはなかった。碩学エミール・マールはかつて，ヨーロッ
パ中世の美術においては，ウァロが挙げている「１０人のシビュラの間で，２
人のシビュラだけが，すなわち，エリュトライのシビュラとティブルのシ
ビュラだけが知られていた」１１）と述べていた。エリュトライのシビュラに
ついては，ラクタンティウスとアウグスティヌスが，とくに名前を挙げて
その託宣を引用していたので，広く知られていたと思われる。ラバン・マ
ウルによれば，「彼女たちの中でも，とりわけ有名で高貴な者はエリュト
図１ 「１０人のシビュラ」 ラバン・マウル『事象の本性について（万象につ
いて）』Montecassino, Archivio dell' Abbazia, Cass. 132, p.379b.
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ライのシビュラと言われている」１２）。そして，１２世紀のイタリアでは，彼
女の名前を冠した，『エリュトライのシビュラの予言』（Vaticinium Sibyllae
Erythrae）と題された，動物による象徴がしばしば現れる，終末論的傾向
の強い託宣集も成立している１３）。
イタリアにおけるシビュラの図像表現で最古のものは，南イタリアのカ
プア近郊のサンタンジェロ・イン・フォルミス聖堂に，１０７２年から１０８６年
の間に描かれたものである１４）。そこでは旧約聖書に登場する預言者と王と
ともに一人のシビュラが描かれている。若い女性として表された人物の背
後には，「預言者シビュラ」（SIBILLA P［ROPHETA］）と壁面に記されて
おり，彼女が左手にもつ巻紙には，「裁きの徴として，大地は汗で濡れる
だろう」と記されている。この文言は，上述した，アウグスティヌス『神
の国』（１８・２３），および『ユダヤ教徒，異教徒，アリウス派駁論』（１６）で
伝えられるアクロスティックの冒頭の一句であり，アウグスティヌスはそ
のギリシア語の写本を，学識ある総督フラキアヌスから「エリュトライの
シビュラの託宣」として手渡されたのであった１５）。
クウォドウルトデウス『ユダヤ教徒，異教徒，アリウス派駁論』の第１１
～１６章はまた，独立したテクストとして，クリスマスの時期の朝課などに
おいて利用され，それは『預言者たちの行列』（Ordo prophetarum）と呼
ばれている１６）。それらの作品の一つであるサレルノ大聖堂の説教「生誕の
夜に，最初のミサの後に，司教聖アウグスティヌスの説教が，サレルノ式
に読まれる」（In Nativitatis Nocte post Primam Missama legitur Sermo
Sancti Augustini Episcopi, More Salernitano）では，説教者の「シビュラ
よ，あなたは，キリストについての証言を語りなさい」に対して，エリュ
トライのシビュラは「裁きの徴として，大地は汗で濡れるだろう」と答え
ている１７）。
このような事例からは，サンタンジェロ・イン・フォルミス聖堂のシ
ビュラは，エリュトライのシビュラと見なすことができるだろう。しかし，
パラッツォ・オルシーニの１２人のシビュラについて（伊藤） 55
そのインスクリプションは「預言者シビュラ」であって，他の「預言者イ
ザヤ」や「ソロモン王」などともに，まさにキリストに関する一人の預言
者として描かれている可能性が高い。むしろ，この壁画で注目すべきは，
異教の予言者シビュラが単独ではなく，キリスト教の聖堂内に，旧約の預
言者たちと同一の図像サイクルにおいて登場している点である。そして，
同様にシビュラと預言者たちを同時に取り上げているテクストは，『ユダ
ヤ教徒，異教徒，アリウス派駁論』と『預言者たちの行列』以外には存在
せず，壁画のプログラムとそれらのテクストとの連関がうかがわれる。
続いてシビュラ像が現れるのは，サンタンジェロ・イン・フォルミス聖
堂から数十キロ離れた，セッサ・アウルンカの大聖堂内においてである１８）。
１３世紀中頃に制作された説教壇には，旧約聖書の預言者ダニエルとゼカリ
ヤと推測される人物とともに，明らかに女性と思われる人物が現れており，
彼女が掲げる巻物には，「裁きの徴」（IVDICII SI［G］N［VM］）と記されて
いる。この文言は，サンタンジェロ・イン・フォルミス聖堂の「預言者シ
ビュラ」がもつ巻物に記されていた，アクロスティックの冒頭の言葉であ
る。
イタリアのトスカーナ地方では，南イタリアのアプーリア出身のニコ
ラ・ピサーノが，シエナ大聖堂の説教壇に（１２６５～６６年），シビュラと目
される彫刻を制作した。説教壇の８本の柱頭は女性の寓意像で飾られてお
り，それらの内の銘記の伴わない，ヴェールを被り，右手で巻物を開いて
いる女性がシビュラと考えられている１９）。彼の子息のジョヴァンニ・ピサ
ーノは，同じシエナ大聖堂の正面ファサードを飾る彫像として，明確なシ
ビュラの像を制作した（１２８５～８６年）２０）。このシビュラは，ダビデ，ソロ
モン，モーセ，ヨシュア，ハバクク，イサクの他に，プラトンとアリスト
テレスと並び，このシビュラの左手からは巻紙が垂れ下がり，そこには「そ
して神はまた，人と呼ばれるだろう」という，キリストの受肉を示唆する
文言が刻まれている。
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ジョヴァンニは続いて，１３００年から翌年にかけて，ピストイアのサンタ
ドレーア聖堂の説教壇に６体のシビュラを彫った。６角形の説教壇を支え
る柱は，上部で人物柱に変化し，その人物柱と人物柱の間はアーチを描き，
そこには計１２名の預言者が刻まれている。６名のシビュラはさまざまな姿
態で表現され，あたかも１人のシビュラが，託宣を授けられ，驚いて立ち
すくみ，託宣の意味を理解し，座って巻紙にそれを書き記すまでの時間の
経過を表わしているかのようである２１）。この聖堂において，初めて複数の
シビュラが描かれたのであるが，それがウァロによる１０人のシビュラのリ
ストに拠っているのかどうかは判断できない。
ジョヴァンニの弟子であるアンドレーア・ピサーノは，フィレンツェの
サンタ・マリア・デル・フィオーレの南側に建立された鐘塔に，旧約聖書
の王や預言者とともに，一対のシビュラ像を制作した。その後もフィレン
ツェでは陸続とシビュラ像が現われる。ロレンツォ・ギベルティは，フィ
レンツェのオルサンミケーレの壁龕のために聖マタイ像を制作したが，こ
の壁龕の上部には２体のシビュラ像が置かれている。両者とも古代風の衣
服に身を包み，左手に巻紙をもっている。またギベルティは，サン・ジョ
ヴァンニ礼拝堂の第２門扉（１４２４年完成）を形成する２８枚のパネルの四隅
の枠型に，計４８の人間の頭部が嵌め込んだが，その中に預言者とシビュラ
が見いだされる２２）。ピサーノやギベルティの制作したシビュラの名前は知
られていないし，特定しうるようなアトリビュートも見られない。しかし，
シビュラが，旧約聖書の預言者と並んで，キリストについて予言した異教
的世界の女性として，１５世紀初頭のフィレンツェにおいて一般に認知され
ていたことは確実である。
２ パラッツォ・オルシーニの１２人のシビュラ―概要
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ウァロによるシビュラのリストに示されているように，異なる名称とそ
れぞれの出自が明確なシビュラが――それも１０人ではなく１２人として――
現れたのは，トスカーナ地方ではなく，１４３０年代初頭のローマの貴族のパ
ラッツォにおいてであった２３）。
教皇マルティヌス５世（在位１４１７―３１年）の許のローマにおいて，人文
主義者たちが集っていた場所の一つが，ローマの名門貴族，枢機ジョル
ダーノ・オルシーニ２４）のパラッツォであった。このパラッツォはサンタン
ジェロ橋の南側の高台に位置していたために「モンテ・ジョルダーノ」
（ジョルダーノの山）と呼ばれていた（現在のパラッツォ・タベルナ附近）。
オルシーニの個人的な魅力に加えて豊かな蔵書が，著名な人文主義者であ
る，レオナルド・ブルーニ，ポッジョ・ブラッチョリーニ，レオナルド・
ダーティたちを惹きつけた。ロレンツォ・ヴァッラは，『快楽論』（De volup-
tate），別名『真と偽の善について』（De vero falsoque bono）の「序文」の
中で，彼がローマを去る１４３１年以前の「モンテ・ジョルダーノの素晴らし
い回廊」における，人文主義者たちの愉快な会話を回想している２５）。オル
シーニは１４３０年までに，自邸の「サーラ・テアトリ」（Sala Theatri）に歴
史上の「著名人」（uomini illustri）を，アダムから始まってモンゴル出身
の征服者ティームールまで３００人以上，ほぼ等身大で描かせた。絵筆をふ
るったのはフィレンツェ出身のマゾリーノ，そして若きパオロ・ウッチェ
ロである２６）。
これらの著名人の中に２人のシビュラが含まれている。壁画自体は１４８３
年から１４８５年にかけて取り壊されてしまったが，４種類の模写が残されて
おり概要を知ることができる。シビュラが手にした託宣がすべて読み取れ
るのは，トリノの王立図書館に所蔵されている『クロナカ』（Cronaca）に
見られるものである。その内の一人，「エリュトライのシビュラ」（sibilla
erithraea）［図２］は，尼僧風の服装で右手に大きな剣をかかげ，左手か
ら垂れ下がる紙には，「裁きの徴として，大地は汗で濡れるだろう。天か
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ら，永遠に支配する王が来るだろう。すなわち，地上を裁くために，身体
の内に在る者において」と記されている。この文言は先に言及した，アウ
グスティヌスがラテン語で伝えたアクロスティックの冒頭の三行である。
もう一人のシビュラは若い女性で，「ヘロピレのシビュラ」（Sibilla Ero-
philia）と頭上に記されている［図３］。
「ヘロピレ」（エロピレ）は，ウァロによればクマエのシビュラの別名で
あるが，一般的には，エリュトライのシビュラを指している。アレクサン
ドリアのクレメンスは『雑録』で，「ヘロピレと呼ばれるエリュトライの
シビュラ」２７）と，またイシドルスは『語源誌』で，「バビロンに生まれた，
ヘロピレという名のエリュトライのシビュラ」２８）と呼んでいる。そして彼
女が手にしている紙には「見よ，豊かな者がやって来て，貧しい女から生
まれるだろう。そして地上の動物たちは彼を崇めて，叫んで言うだろう。
図２ 「エリュトライのシビュラ」，『クロナカ』，トリノ王立美術館 From:
Annalies Amberger, Giordano Orsinis Uomini Famosi in Rom ,
：Munchen ― Berlin: Deutscher Kunstverlag, 2003, p.559.
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天の星辰の中に彼を讃美しなさい」と書かれている。この託宣は『シビュ
ラの託宣』の中にも，中世に成立した既知の託宣集のいずれにも見いだす
ことができない。
オルシーニはまた，現在のパラッツォ・ブラスキのある場所に別のパ
ラッツォを所有しており，その一つの部屋に複数のシビュラを描かせた。
ブラッチョリーニは，リミニのテンピオ・マラテセティアーノの装飾案を
練っていたロベルト・ヴァルトゥリオ宛の書簡（１４５４年）で次のように述
べている。
あなたが求めているシビュラたちについて，今の私に，それらを探求する余裕があり
ませんが，しかしできないなりに，助言をもってあなたを援助しましょう。エウゲニ
ウス［４世］の時代に逝去したオルシーニ枢機（cardinal de Ursinis）との良い思い
図３ 「ヘロピレのシビュラ」、『クロナカ』、トリノ王立美術館 From:
Annalies Amberger, Giordano Orsinis Uomini Famosi in Rom ,
：Munchen ― Berlin: Deutscher Kunstverlag, 2003, p.560.
60 専修人文論集１０３号
出が浮かびますが，彼は自邸の「パラメンティ・カーメラ」（paramenti camera）の中
に，あらゆるシビュラを，最大の入念さをもって，キリストについて年代ごとの予言
を行った銘文とともに描かせました。それゆえ，ローマに書簡を送って，絵画の形態，
シビュラたちの名称，そして銘文を学識者によって書き記してあなたに送るようにす
べきでしょう２９）。
オルシーニ枢機は１４３４年に政争によってローマから追われ，フィレン
ツェに逃れてメディチ家の庇護を受け，当地で１４３８年に没している。した
がって，「パラメンティ・カーメラ」（以下「カーメラ・パラメンティ」と
表記する）にシビュラが描かれたのは，１４３４年以前である。描かれた壁画
自体は，１４８０年代に，オルシーニ家のライヴァルであったコロンナ家に扇
動された群衆がパラッツォ・オルシーニに侵入した際に破壊されてしまっ
たと推定されている。
このようにパラッツォ・オルシーニの一室に描かれたシビュラは現存し
ていないが，明確にそれらについて言及している，『キリストの到来につ
いての１２人のシビュラの予言』（Prophetie XII sibillarum de adventu
Christi）と題された写本がミュンヘンのバイエルン州立図書館に所蔵され
ている（München, Bayerische Staatsbibliothek, clm 19859, foll.187v―
188v）３０）［図４］。その冒頭は次のように記されている３１）。
キリストの到来についての１２人のシビュラの予言
ローマの，ジョルダーノ枢機（Giordano Cardinalis）自身のカーメラ・パラメンティ
（camera paramenti）の中に，素晴らしい技術によって１２人のシビュラが描かれ，彼女
たちはキリストの到来について，以下のように述べている
続いてテクストは，ペルシアのシビュラについてこう語っている。
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ペルシアのシビュラ（Sibilla Persica）――彼女についてはニカノルが言及している――
はこう語っている。
見よ，獣は踏みつけられ，主が地上に生まれるだろう。そして，処女の胎は民たちの
救いとなり，彼の歩みは人間の安寧に向かうだろう。
このように，『キリストの到来についての１２人のシビュラの予言』では，
各シビュラについて（すべてではないが），古典古代における典拠が示さ
れるとともに，キリストに関わる託宣が記されている。ここで挙げられて
いるシビュラは，ウァロによる１０人のシビュラのリストの順番通りに，ペ
ルシア，リビア，デルポイ，キメリア，エリュトライ，サモス，クマエ，
ヘレスポントス，ティブルのシビュラと続き，さらにエウロパ（Europia）
とアグリッパ（Agripa）のシビュラが付加されている。
ところで，同じくパラッツォ・オルシーニのカーメラ・パラメンティの
図４ ミュンヘン，バイエルン州立図書館Ms. Clm 19815, fol.18７v.
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シビュラに関係すると見なされる，より詳細な記述を伴った写本が３つの
図書館に伝わっている。まず，リエージュ大修道院図書館所蔵の写本（Bib-
liothèque du Séminaire Episcopal de Liège, Ms. LGS 6.F.1, foll. 245v―248
v.）３２）［図５］は，『キリストの受肉についての１２人のシビュラの予言』
（Prophetie XII sibillarum de incarnatione Christi）という標題をもち，以
下のような序を備えている３３）。
神が処女を母として生まれるだろう，と予言した
シビュラは，一つの時代においてではなく，さまざまな者がいる。
以下に続くシビュラは，ローマのオルシーニ枢機（cardinalis de Ursinis）の部屋に各々
の予言とともに描かれているものであり，それらの予言には，ケルンの聖堂の聖歌隊
席の後方にある６人の同じシビュラのもとに見いだされる別の予言が追加されている。
図５ リエージュ大修道院図書館Ms. 6.F.1, fol.245v.
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これとほとんど同内容の写本は，ベルギーのトンゲルロー修道院図書館
（Archief Abtij Tongerloo, V, 136（［olim H.I.16］）, foll.117r―120r）３４）［図６］，
およびブリュッセルのベルギー王立図書館（Bruxelles, Bibliothèque royale
de Belgique, ms. 3553―67, foll.265v―267r.）３５）［図７］に所蔵されている。
両写本とも標題を欠いており，次のように始まっている。
以下に続くシビュラは，きわめて崇敬すべきオルシーニ枢機の部屋に，各々の記述
と予言とともに描かれているものであり，それらの予言には，上記の部屋には存在し
図６ トンゲルロー，プレモントレ派修道院図書館
Ms. Louvain H. I. 16, fol.117r.
64 専修人文論集１０３号
ないが，ケルンの聖堂の後方にある，６人の同じシビュラのもとに，短い予言として
記されている，別のいくつかの優れた予言が付加されている。そしてここでは，より
良く知るために，詳しく述べられている。
リエージュ写本とトンゲルロー写本では次のように続いている３６）。
族長アブラハム。
地上の民たちはすべて，汝の子孫によって祝福されるだろう（『創世記』２２：１８）。
そして，最初のシビュラについて次のように述べられる。
第１のシビュラは玉座に座り，また続くシビュラたちも，画家の意向に従わせるべき
だったがゆえに，さまざまな仕方ではあるが，同様に玉座に座っている。彼女たちの
図７ ブリュッセル，ベルギー王立図書館Ms. 3553‐67, fol.265v.
パラッツォ・オルシーニの１２人のシビュラについて（伊藤） 65
容貌も衣服も玉座もさまざまである。第１のシビュラは，３０歳で，金色の衣服に身を
包み，足下に蛇を携えて――オルシーニ枢機の言葉では足下に熊を置くはずであっ
たが３７）――描かれている。そして最初のシビュラは巻物をもち，そこには次のように記
されている。
ペルシアのシビュラ――彼女についてはニカノルが言及している――はこう語ってい
る。見よ，獣は踏みつけられ，主が地上に生まれるだろう。そして，処女の胎は民た
ちの救いとなり，彼の歩みは人間の安寧に向かうだろう。
預言者ミカ。
太陽が生まれるように，この世の救済者が生まれ，処女の胎の中に，雨が草木に降る
ように降るだろう（『詩編』７６：６を参照）。
この文言からは，オルシーニ枢機自身が，ペルシアのシビュラ像の作
成に関わったことが推測される。なお，「熊」はラテン語で ursus，イタ
リア語で orsoであり，オルシーニ家の紋章にも描かれていた。
『キリストの受肉についての１２人のシビュラの予言』における叙述の構
成について見るならば，各シビュラについて，最初に具体的にシビュラの
形姿について説明があり（「第１のシビュラは３０歳で，金色の衣服に身を
包み…」），次にシビュラがもつ巻物に記された内容が示される（「ペルシ
アのシビュラ…」）。後者においては，シビュラの名前と，彼女について言
及している古代の人物（例外はあるが）が挙げられ，そして，キリストに
関わる託宣が記されている。さらに，旧約聖書の族長・預言者の名前が挙
げられ（「預言者ミカ」），彼の預言が記されている（「太陽が生まれるよう
に…」）。
１２対のシビュラと族長・預言者の組み合わせは以下のとおりである（預
言者ミカと預言者イザヤは重複している）。
66 専修人文論集１０３号
１ ペルシアのシビュラ／預言者ミカ
２ リビアのシビュラ／族長ヤコブ
３ デルポイのシビュラ／預言者モーセ
４ キメリアのシビュラ／預言者ゼファニヤ
５ エリュトライのシビュラ／預言者ダビデ
６ サモスのシビュラ／預言者イザヤ
７ クマエのシビュラ／預言者エレミヤ
８ へレスポントスのシビュラ／預言者ダニエル
９ ピュリギアのシビュラ／預言者イザヤ
１０ ティブルのシビュラ／預言者ヨエル
１１ エウロパのシビュラ／預言者ハバクク
１２ アグリッパのシビュラ／預言者ミカ
リエージュ写本の末尾の言葉は以下のとおりである。
［以上で］シビュラたちの予言が説明された。
悲惨で不幸なユダヤよ，もしおまえの預言を信じようとしないとしても，異教のシビュ
ラたちの詩句には真実の信を置きなさい３８）。
テクストの説明を文字通りに受け取るのであれば，シビュラの名前と託
宣の部分が，上述のサーラ・テアトリに描かれたシビュラのように，巻紙
に記されていたのであろう。他方，リエージュ写本の冒頭に記されている
「ケルンの聖堂の聖歌隊席の後方にある６人のシビュラ」については，諸
研究者に探索によっても発見されていない。もしかりに，『キリストの到
来についての１２人のシビュラの予言』（ミュンヘン写本）が，実際の壁面
の文言を反映しているとしても，『キリストの受肉についての１２人のシビュ
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ラの予言』における明確な付加が確認されるのは，クマエ，へレスポント
ス，ピュリギア，ティブルの各シビュラの４つの託宣においてだけである。
また，リエージュ写本とトンゲルロー写本に見いだされる，族長・預言
者の記述についても理解が難しい。両写本の表記の仕方が，シビュラの場
合と同様なので，カーメラ・パラメンティには，シビュラと対となるよう
に族長・預言者が描かれていたかもしれない。もしくは，両写本が拠った
と想定される親写本の制作者の付加とも考えられる。さらに，エリュトラ
イのシビュラと，サモスのシビュラの箇所には，各シビュラの託宣が記さ
れたのちに，「さらに同じシビュラについて」（Item de eadem）から始め
る，長文の託宣が付加されている。前者は，「アウグスティヌスは説教に
おいて，次のように始まる詩句を書き記している」として，中世において
はアウグスティヌスに帰されていた，クウォドウルトデウスの『ユダヤ教
徒，異教徒，アリウス派駁論』からほぼ字句通りに引用されており，後者
は中世に成立した『エリュトライのシビュラの予言』（Vaticinium Sibyllae
Erythrae）のテクストから構成されている。これらの付加は明らかに，親
写本の制作者による付加であろう。
これらの３写本とミュンヘン写本との関係であるが，それらに直接的な
派生関係は存在しないと思われる。たしかに，ミュンヘン写本（M）の託
宣の中に，３写本（L，T，B）の託宣に含まれていないものは見いだされ
ない。しかしながら，以下のような異同は，一方的な派生関係について疑
問を投げかけるものである。
デルポイのシビュラ M：puella ... prolixa capillis L, T, B：puella ...pro-
lixi capilli
クマエのシビュラ M：Eraclitus L, T, B：Eraclitus
ティブルのシビュラ M：Albunea L, T, B：Asbulnea
エウロパのシビュラ M：montes et colles et latices Olimpi L,T,B：
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colles et montes et latice Olimpi
デルポイのシビュラの場合はミュンヘン写本の「髪の豊かな…乙女」と
いう表現の方が自然であろうし，クマエとティブルのシビュラの場合の固
有名詞の表記はミュンヘン写本の方が正しい。また，エウロパのシビュラ
の場合，ミュンヘン写本の「オリュンポスの山，丘，河」という表現の方
が自然であろう。
暫定的にではあるが，四つの写本の関係については，以下のように考え
たい。親写本（Ω）からほぼ同じ（あるいは短縮化された）写本（α）が
作成され，それからミュンヘン写本（M）が派生した。一方で，親写本か
ら，おそらく増補された写本（β）が作成され，この写本からリエージュ
写本（L）系の写本が派生した。またその写本からは，トンゲルロー写本
（T）とブリュッセル写本（B）の祖本となるような写本（γ）が作成され
た。こうして，図８のような系統図を想定することができるだろう。
図８ 系統図
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３ パラッツォ・オルシーニの１２人のシビュラ―典拠
これまで見たように，パラッツォ・オルシーニに描かれた１２人のシビュ
ラの持つ巻物に実際に記されていた文言と，『キリストの受肉についての
１２人のシビュラの予言』が伝えている文言がどれほど一致しているのかに
ついて，明確な結論を出すことは困難である。そこで，暫定的にこの文書
を基底テクストとして，その典拠について検討することにしたい。
第一にシビュラの名称と数であるが，ウァロが挙げている１０人のシビュ
ラにエウロパのシビュラとアグリッパのシビュラを加えた，総計１２人のシ
ビュラの伝承は中世には見いだされない。各シビュラについての古代の人
物による言及の指摘において，ウァロの説明とほぼ一致するのは，ペルシ
ア，リビア，デルポイ，サモス，クマエ，ヘレスポントス，ティブルの７
人のシビュラである。シビュラに帰せられている託宣も，以下に紹介する
ものを除いては未知の託宣が多い。したがって，これらのシビュラの託宣
集は全体として，各シビュラの託宣の長さから考えても，中世に作成され
たものに基づくというよりも，パラッツォ・オルシーニの壁画のために考
案された可能性が高い。
しかも，そのテクストはオルシーニ家の中で共有されていた。というの
は，ジョルダーノ・オルシーニがモンテ・ジョルダーノのサーラ・テアト
リに描かせた偉人たちの中のヘロピレのシビュラは，「見よ，豊かな者が
やって来て，貧しい女から生まれるだろう。そして地上の動物たちは彼を
崇めて，叫んで言うだろう。天の星辰の中に彼を讃美しなさい」と記され
た巻紙を垂らしていた。そして，この未知の託宣は，カーメラ・パラメン
ティの壁面では，サモスのシビュラに帰せられているからである。
われわれにとって既知の託宣はけっして多くはない。もっとも人口に膾
炙しているのは，クマエのシビュラに帰されている，ウェルギリウス『詩
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選（牧歌）』第４歌であろう。その４～７行の「今やクマエの予言が告げ
る，最後の時代がやってきた。偉大なる世紀の秩序が，新たに生まれつつ
ある。今や処女なる女神も帰りきて，サトゥルヌスの王国は戻ってくる。
今や新たな血統が天から降りてくる」（『牧歌／農耕詩』小川正廣訳，京都
大学学術出版会，２００４年，２８ページ）は，ラクタンティウス（『神学教理』
７・２４）とアウグスティヌス（『神の国』１０・２７）以来，中世においては
キリストの生誕を予言するものと考えられてきた３９）。
次に挙げられるのが，中世においては，アウグスティヌスの著作として
広範に読まれてきたうえに，『預言者たちの行列』という説教にも利用さ
れていた，クウォドウルトデウスの『ユダヤ教徒，異教徒，アリウス派駁
論』の影響である。ピュリギアのシビュラの託宣の後半部，「そののち，
彼は不信仰の者たちの手に渡されるだろう。彼らは主を穢れた手で打ちす
え，主は打たれながら黙するだろう。〈ことば〉がいかにして，またどこ
からやって来たのかを誰にも知らせないためである」は，クウォドウルト
デウスの「そののち，彼は不信仰の者たちの手に渡されるだろう。彼らは，
神を穢れた手で打ちすえ，汚れた口から毒に満ちた唾を吐くだろう。しか
し彼はただ鞭に背中を晒し，そして打たれながら黙するだろう。それは彼
が冥府にいる者たちに語り，棘のある冠を被されために，〈ことば〉とし
て来たことも，どこからやって来たのかも誰にも知らせないためである」４０）
を縮めたものである。本来，この文言は，ラクタンティウスによる『シビュ
ラの託宣』からの幾つかの引用を，ラテン語訳で繋ぎあわせた箇所に由来
する（『神の国』１８・２３）。
また，エリュトライのシビュラにおいては，後からの付加と考えられる
託宣において，クウォドウルトデウスからの引用が見られる。そこでは，
アウグスティヌス『神の国』（１８・２３）で引用されているアクロスティッ
クを引用したのちに，「これらは，キリストの生誕，受難，復活について，
そして彼の第二の降臨について語ったものであり，もし各行の冒頭の文字
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をギリシア語によって繋げようとするならば，『イエス・キリスト，神の
子，救世主』と見いだすだろうが，ギリシア語の文字の特性をここで保持
することはできない」と記されているが，これも『ユダヤ教徒，異教徒，
アリウス派駁論』第１６章の記述とほぼ一致している。
次に考えられるのは，先に紹介した，１２世紀に成立した『エリュトライ
のシビュラの予言』の影響である。ティブルのシビュラの託宣は，「キリ
ストはベツレヘムに生まれ，ナザレにおいて，平安をもたらす雄牛が支配
されているときに告知されるだろう」という文言から始まっている。この
「平和をもたらす雄牛」（taurus pacificus）という奇妙な表現が，『エリュ
トライのシビュラの予言』の「平和をもたらす雄牛（taurus pacificus）が，
穏やかに吠えて，世界の諸部分を一つの部族にまとめる」４１）から採られて
いると推測されている４２）。なお，この雄牛とは，フィレンツェのリッカル
ディアーナ図書館所蔵の写本（Riccardiana Ms. 881）に見いだされる注釈
によれば，オクタウィアヌス帝を指している４３）。
また，『エリュトライのシビュラの予言』の影響は，サモスのシビュラ
の託宣において，後からの付加と考えられる長文の託宣において明白であ
る。それは「最後の時に，天の羊がやって来る。神は卑しめられ，神の子
は人間となり，神性は人間性と結びつけられるだろう」４４）と始まっている
が，これは『エリュトライのシビュラの予言』の先の引用に続く「この時
代に，天上の羊がやって来る」４５）と，数十行あとの「最後の時に，神は卑
しめられ，そして神の子は人間となり，神性は人間性と結びつけられるだ
ろう」４６）とを接合したものであり，そのあとの託宣も『エリュトライのシ
ビュラの予言』のテクストに準じて構成されている。
このような，『キリストの受肉についての１２人のシビュラの予言』にお
ける，シビュラの元来の託宣，および後からの付加と考えられる託宣への
『ユダヤ教徒，異教徒，アリウス派駁論』と『エリュトライのシビュラの
予言』の影響を勘案すると，パラッツォ・オルシーニの壁面の図像プラグ
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ラムの作成者と，『キリストの受肉についての１２人のシビュラの予言』の
執筆者が同一人物であると，あるいは託宣について情報を共有しえた，同
一のグループに属していた者と推測することも可能であろう。
さらに影響が考えられるのは，南イタリア起源で，７１９年の年記のある
写本（トリーア市立図書館Ms.36, foll. 113v―115）と９世紀にる写本（オッ
クスフォード，ボードリー図書館 Canon. Pat. Lat. 184, foll.100v―101r）に
含まれる小作品『シビュラの詩編』（Versus Sibyllae）である。この託宣集
は，キリストの受難と「最後の審判」における再臨について語っており，
「万能で永遠の王がやって来る」という詩行から始まり，古代のシビュラ
の託宣の抜粋が記されている。その一部はラクタンティウスとアウグス
ティヌスに由来しているが，典拠の不明な文言も含まれており，その一例
は「高い木に吊される神は幸いである」（Felix ille Deus ligno qui pendet
ab alto）４７）である。そして，この詩句がヘレスポントスのシビュラの託宣
の中に含まれているのである４８）。
この『シビュラの詩編』はラテン語だけではなく，ドイツ語，フランス
語，英語に訳され，編集されて中世に流布し，「高い木に吊される神は幸
いである」という詩句自体は，１３世紀のヤコブス・ダ・ウォルギネの『黄
金伝説』（Legenda arurea）に採録された。その第１５７章「聖カタリナ」に
おいて，あるシビュラが，プラトンの問いかけに対して，この詩句によっ
て答えているのである４９）。『キリストの受肉についての１２人のシビュラの
予言』において，その他に『シビュラの詩編』からの影響は認められない
ので，典拠は『黄金伝説』に求められるかもしれない。
最後に，パラッツオ・オルシーニのカーメラ・パラメンティの図像プロ
グラムを作成した人物，また，『キリストの受肉について１２人のシビュラ
の予言』を執筆した人物について推測してみたい。これら二人の人物（あ
るいは，上述したように同一人物）は，テクストの内容から察せられる博
識ぶりを考慮に入れるならば，先に紹介したような，ジョルダーノ・オル
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シーニ枢機のパラッツォに集った人文主義者の一人に相違ない。その中
で，ポッジョ・ブラッチョリーニは，上述の書簡の内容からして除外され
るであろう。またロレンツォ・ヴァッラの可能性も低い。というのは，彼
は文献学的に「コンスタティノスの寄進状」が捏造であることを明らかに
したが，その論駁書において，クマエのシビュラがオクタウィアウスに示
した幻視について，この伝承は信仰の確立よりも，その破滅に導く欺瞞的
なものと批判しており，シビュラの託宣について疑いを持っていたからで
ある５０）。
一方，レオナルド・ブルーニは，『研究と学芸について』（De studiis et lit-
teris）において，「救世主の降誕」を予言したものとして，ウェルギリウ
スの『詩選』（４・４―７）を引用している。彼によれば，このとき詩人の
中には神の知性が宿っており，予言が彼に告げられたのである５１）。また，
ローマで活躍した歴史家のバルトロメオ・プラティナは，『教皇史』（Histo-
ria de vitis pontificum Romanorum）の中でシビュラの真性性を擁護して
いる。彼によれば，シビュラたちのほとんどすべてが，キリストの降誕に
ついて予言したのである５２）。とはいえ，資料的に図像プログラムの制作者
を特定することはできない。
４ パラッツォ・オルシーニの１２人のシビュラ―伝承
カーメラ・パラメンティの壁面に描かれたシビュラのテクストとして，
これまで検討した諸写本をもとにして，幾つかの系列のテクストが再生産
された。たとえば，シュトゥットガルトのヴュルテンベルク州立図書館に
所蔵されており，末尾に１４６３年３月２１日の日付がある写本（Stuttgart, Wür-
tembergische Landes Bibliothek, Cod. Theol. Et Phil. 4, 171, foll. 63v―64r）
［図９］は，『キリストについて予言した１２人のシビュラが続く』（Sequirur
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xii Sibille quae de Christo vatinata sunt）と題されており，ミュンヘン写
本のような簡単なシビュラについての記述と託宣が記されている。ただし，
シビュラの順番が正反対で，アグリッパのシビュラから始まり，ペルシア
のシビュラで終わっている。しかし，同写本をミュンヘン写本と同列に置
くことはできない。というのは，エウロパのシビュラにおいて「オリュン
ポスの丘，山，河」（colles et montes et colles Olimpi）と記されているが，
これは先に見たように，ミュンヘン写本ではなく，リエージュ・トンゲル
ロー・ブリュッセル写本の表記だからであり，また，本写本の最後に書か
れている，「シビュラたちの託宣。神が処女を母として生まれるだろうと
予言したシビュラは，一つの時代においてではなく，さまざまな者がいる」
（Versus Sibillarum / Que cicinere deum de virgine matare futurum. /Hic
sunt diverse, non una eatate Sibille）は，これら３写本の冒頭部に対応す
るからである。
図９ シュトゥットガルト，ヴュルテンベルク州立図書館
Cod. Theol. Et Phil. 4, 171, fol. 63v.
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さらには，１５世紀の後半にピエモンテ地方で成立した，イタリア語の聖
史劇『レヴェッロの受難』（La passione di Revello）の「序文」として置か
れた『シビュラの託宣』（Vaticina Sibyllarum）という構成が複雑なテク
ストも存在している（Biblioteca Laurenziana di Firenze, Ashburhham
1190）５３）。冒頭部は「キリストの誕生と死について１２人のシビュラの託宣
が始まる」（Incipiunt vaticina .xij. sibillarum de ortu et morte Christi）と
記され，ティブルのシビュラからクマエのシビュラまで，リエージュ・ト
ンゲルロー・ブリュッセル写本とは異なる順序で１２名のシビュラが取り上
げられている。本写本が３写本と類似しているのは，最初に各シビュラの
形姿についての説明があり，それに託宣が続いていることである。シビュ
ラについての古代の人物による言及については省略されており，また，族
長・預言者の預言は含まれていない。
託宣の内容は３写本と同じの場合も，異なっている場合も存在している。
たとえば，ペルシアのシビュラについてはこう記されている。
第２のペルシアのシビュラは，３０歳で，黄金の衣服をまとい，頭に白いヴェールをか
ぶり，次のように語っている。見よ，獣は踏みつけられ，主が地上に生まれるだろう。
そして，処女の胎は民たちの救いとなり，彼の歩みは人間の安寧に向かうだろう。不
可視の〈ことば〉が触れられるだろう５４）。
３写本によれば，ペルシアのシビュラは「３０歳で，金色の衣服に身を包
み，足下に蛇を携えて――オルシーニ枢機の言葉では足下に熊を置くは
ずであったが――描かれている」。そして，託宣の内容は３写本と同一で
あるが，最後の「不可視の〈ことば〉が触れられるだろう」は，３写本で
はアグリッパのシビュラの託宣の冒頭に置かれている（『レヴェッロの受
難』においても，アグリッパのシビュラの託宣において再び現れる）。
『レヴェッロの受難』の「序文」と３写本の関係を考えるとき，特徴的
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な例はエリュトライのシビュラの場合である。
第９のエリュトライのシビュラ。＊＊歳で，バビロニアに生まれ，修道女のような衣
服を着ており，頭に黒いヴェールをかぶり，手に抜き身の剣をもち，あまり年老いて
はおらず，顔に適度な怒りを浮かべて，両足を天球に似た，星辰で飾られた青い球体
に載せ，次のように語っている。最後の時に，神は卑しめられ，神の子は人間となり，
神性は人間性と結びつけられるだろう。羊は干し草の中に横たわり，乙女の務めによっ
て神でもある人が生みだされる。アペッラースの下で徴が際立つ５５）。
３写本においては，エリュトライのシビュラは「５０歳で，右手に重く恐
ろしい，湾曲した剣をもち，修道女のような，やや白い衣服を着ている。
両足を星辰がちりばめられた青い天球の上に載せ」ている。そして，彼女
の託宣は，「天の至上の住居から，神は自らの哀れな者たちを眺めた。そ
して，近日中に，地上の揺籃の中に，子がヘブライの処女から生まれるだ
ろう」というものだった。すなわち，託宣の内容がまったく異なっている
のであるが，実は，この『レヴェッロの受難』「序文」においては，３写
本におけるサモスのシビュラの，後の追加と考えられる，『エリュトライ
のシビュラの予言』から採られた託宣が引用されているのである。
また，些細な点ではあるが，１２番目のクマエのシビュラの託宣は，３写
本と同様にウェルギリウスの『詩選』第４巻から採られているが，３写本
とは異なって１３－１４行目は引用されておらず，また ６行目の冒頭の“Et
nova”が“Jam nova”となっている。そして，これらの２つの箇所はミュ
ンヘン写本と一致している。『レヴェッロの受難』のフィレンツェのリッ
カルディアーナ図書館に所蔵されている写本には，１４９０年の銘記がされて
いる。この作品の実際の成立はそれ以前にると思われるが，「序文」の
テクストには，『キリストの受肉についての１２人のシビュラの予言』以降
にイタリアで作成されたテクストが影響している可能性も存在する。
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おわりに
１５世紀の初頭にパラッツォ・オルシーニに１２人のシビュラが描かれて以
来，イタリアでは１５世紀中頃から１６世紀にかけて複数のシビュラが，絵画
や彫像ばかりか，版画や聖史劇において数多く現れることになった５６）。こ
の時代の潮流において，パラッツォ・オルシーニの１２人のシビュラが果た
した役割は決定的なものであったと考えられる。具体的に影響が見受けら
れる作品を列挙すると，フェオ・ベルカーリが１４７１年に発表した『聖母マ
リアの受胎告知の聖史劇』（Rappresentazione della Annunziazione di Nostra
Donna）。１４７０年代の半ばに，バッチョ・バルディーニが制作した，２４枚
の銅版画による預言者のシリーズと１２枚のシビュラのシリーズ。１５世紀半
ばに制作された，ザンクト・ガレン修道院図書館所蔵の１２組から成る木版
画のシリーズ。そして，もっとも有名なフィリッポ・バルビエーリによ
る，１４８１年刊行の『聖なる博士たち，ヒエロニムスとアウグスティヌスの
不一致』（Discordantie sanctorum doctorum Hieronymi et Augustini）であ
る。この書物の中には，１２人のシビュラについて託宣を伴った木版画が収
められているが，同年刊行の第２版では，１２人の預言者も含まれている。
聖堂内の装飾に目を向けるならば，代表的なものだけでも，１４８２年から
８３年にかけてシエナ大聖堂の補床に作成された１０人のシビュラのモザイク
画。１４８３年から８５年にかけて，ドメニコ・ギルランダイオがフィレンツェ
のサンタ・トリニタ聖堂サッセッティ礼拝堂に描いた５名のシビュラ。
１４８８年から９２年にかけて，フィリッピーノ・リッピが，ローマのサンタ・
マリア・ソプラ・ミネルヴァ聖堂カラーファ礼拝堂に描いた４名のシビュ
ラ。１４９２年から９４年にかけて，ピントゥリッキオがヴァティカン宮の「ボ
ルジア家の部屋」に描いた，１２組のシビュラと預言者。１４９９年から１５００年
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にかけて，ペルジーノが，ペルージャのコッレージョ・デル・カンビオ（両
替商館）の「謁見の間」に描いた各６名の預言者とシビュラ。そして，こ
のような伝承を背景として，１５０８年から１０年にかけて，ミケランジェロは
システィーナ礼拝堂の天井に，５人のシビュラと７人の預言者を描いたの
であった。
上述したように，パラッツォ・オルシーニに描かれた１２人のシビュラ像
に関する諸テクストの成立過程は，『レヴェッロの受難』「序文」の位置づ
けも含めてきわめて複雑である。この『キリストの受肉についての１２人の
シビュラの予言』の伝承過程と，これら１５世紀におけるシビュラについて
の多様なテクストと表象との具体的な連関を明らかにすることは，今後の
研究課題としたい。
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Niedergang der römischen Welt , II,31,1, Berlin − New York: W. de Gruyter, 1981,
pp.646―705.
４０）Quodvultdeus, Contra Iudaeos, Paganos et Arianos, 16, 4, ed. Brown, p.249.
４１）Holder-Egger, op.cit ., p．１５９． 伊藤博明『ヘルメスとシビュラのイコノロジー――
シエナ大聖堂に見るルネサンス期イタリアのシンクレティズム研究』，ありな書
房，１９９２年，７４ページを参照。
４２）Cf, Carlo de Clercq, “Quelques séries italiennes de Sibylles,” Bulletin de l’Institut
historique belge de Rome, 48/49（1978―79）, p.106.
４３）Holder-Egger, op.cit ., p.159.
４４）“In ultima uero etate ueniet agunus celestis; humiliabitur deus humanabitur proles
divina, iungetur humanitati divinitas ...”
４５）Holder-Egger, op.cit ., p.159 : “Cuius diebus agnus celistis veniet ... ”
４６）Ibid., p.161 : “In ultima autem etate humiliabitur Deus, et humanabitur proles divina,
iungetur humanitati divinitas ...” 伊藤，前掲書，７４ページを参照。
４７）Versus Sibyllae, in Bernard Bischoff, “Die lateinischen Übersetzungen und bearbe-
iten aus den Oracula Sibyllina, ” in Idem, Mittelalteriche Studien: Ausgewählte Aufsätze
zur Schriftkunde und Literaturgeschichte, vol.1, Stuttgart : A. Hiersemann, 1966, p.159.
伊藤，前掲書，６０ページを参照。
４８）Cf. De Clercq, op.cit ., p.106.
４９）Jacobus de Vorgine, Legenda aurea , ed. Johnn Georg Theodor Grässe, Lipsiae: Li-
brairiae Arnoldianae, 1850, p.792.
５０）Lorenzo Valla, Declamatio de falso credita et emandita Constantini donatione, 28, 71,
ed. Wolfram Setz, Weimar: Böhlau, 1976, pp.141―142.
５１）Leonardo Bruni, Huministische-Philosophische Schiriften , ed. Hans Baron, Leipzig:
Teubner, p.8.
５２）Platina, Liber de vita Christi ac omnium pontificium , ed. Gaiacinto Gaida, Città di Cas-
tello: S. Lapi, pp.6―7.
５３）Anna Cornagliotti（a cura di）, La passione di Revello. Sacra rappresentazione quattro-
centesca di ignoto Piemontese, Torino: Stamperia aritistica nazionale, 1976, pp.5―6.
５４）Ibid., p.5.
５５）Ibid., p.6.
５６）研究文献も数多いが，ここでは個別的な研究は除いて，総合的・網羅的なものだけ
を刊行年順に挙げておきたい。Emile Mâle, Quomodo Sibyllas recentiores artifies reprae-
sentaverit , Paris, 1899; Angelica Rossi, “Le Sibille nelle arti figurative italiane,” L’arte,
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18（1915）, pp.209―221, 272−285, 427―458; Emile Mâle, L’Art religieux de la fin du
Moyen-Age en France, Paris: A. Colin, 1922; Lohar Freund, Studien zur Bildgeschichte
der Sibyllen in der neueren Kunst , Hamburg: Schimkus, 1936; Carlo de Clercq,
“Quelques séries italiennes de Sibylles,” Bulletin de l’Institut historique belge de Rome,
48/49（1978―79）, pp.105―127 ; Idem, “Contribution à l’iconographie des Sibylles I,”
Jaarboek 1979 Koninklijk Museum voor Schone Kunsten, Antwerpen , 1979, pp.7―65;
Idem, “Contribution à l’iconographie des Sibylles II,” Jaarboek 1980 Koninklijk Mu-
seum voor Schone Kunsten, Antwerpen , 1980, pp.7―35; Simona de Luca, Le Sibille at-
traverso la storia, l’arte e il mito, Roma : Accademia degli Inocolti, 1999; Wolfgang
Augustyn, “Zur Bildüberlieferung der Sibyllen in Italien zwischen 1450 und 1550,” in
Zukunftsvoraussangen in der Renaissance, Hrsg. von Klaus Gergold und Walther Lud-
wig, Wiesbaden: Harrasssowitz Verlag, 2005, pp.365―435; Robin Raybould, The Sibyl
Series of the Fifteenth Century, Leiden − Boston: Brill, 2017. 伊藤『ヘルメスとシビュラ
のイコノロジー』，および同「預言者とシビュラ」の該当箇所も参照されたい。
【付記】
トンゲルロー写本のデジタルファイルを作成し，お送りいただいた Archief Abdij
Tongerloの Emiel Lauwers氏に感謝申し上げる。トンゲルロー修道院はアントウェル
ペンの南西４０km，ブリュッセルの北東６０kmに位置しており，来院の際は歓迎する旨
のメッセージをいただいているが，まだ訪れるには至っていない。
『キリストの受肉についての１２人のシビュラの予言』（テクストと邦訳）
【凡例】
・底本はリエージュ大修道院図書館所蔵の以下の写本による。
Bibliothèque du Séminaire Episcopal de Liège, Ms. LGS 6.F.1, foll. 245v―248v.（＝L）
・ベルギーのトンゲルロー修道院図書館，およびブリュッセル，ベルギー王立図書館所
蔵の以下の写本も参照し，底本と異なる読みを採った箇所もある。なお，ブリュッセル
写本には預言者・族長の「預言」は記されていない。諸手稿の異同については註におい
て示した。
Archief Abtij Tongerloo, V, 136（olim H.I.16）, foll.117r―120r.（＝T）
Bruxelles, Bibliothèque royale de Belgique, ms. 3553―67, foll.265v―267r.（＝B）
・転写にあたっては，以下のエランとレイボウルドの研究を参考とした。ただし，エラ
ンはリエージュ写本とトンゲルロー写本しか参照しておらず，シビュラと預言者・族長
の「予言・預言」については，冒頭の部分しか転写していない。レイボウルドは上記の
３写本をまとめて Type 1aと分類し，テクストの転写にあたっては折衷的な方法を
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とっており，各写本の異同についてはほとんど触れられていない。また彼は，シビュラ
の「予言」の一部しか翻刻しておらず，預言者・族長の「預言」については記載してい
ない１）。
Maurice Hélin, “Un text inédit sur l’iconographie des Sibylle,” Revue belge de philologie et
d’histoire, 15（1936）, pp.349―366.
Robin Raybould, The Sibyl Series of the Fifteenth Century, Leiden − Boston: Brill, 2017.
・ラテン語の表記，および句読点については，上記のエランとレイボウルドの研究を参
考にした。固有名詞は大文字にし，現行の古典ラテン語テクストにおける標準的な表記
を採用した。
・すでに筆者はリエージュ写本に基づいて，『キリストの受肉についての１２人のシビュ
ラの予言』の大部分を訳出しているが２），今回はトンゲルロー写本とブリュッセル写本
なども参照して，より正確なテクストを作成するとともに，訳文も若干手直した。
［標題］
（L 245v）Prophetie XII sibillarum de incarnatione Christi３）
キリストの受肉についての１２人のシビュラの予言
［序言］
（T 117r ; B 265v）Que cecinere deum de virgine matre futurum.
Hic sunt diverse, non una etate sibille.
Sequuntur sibille sicut descripte sunt Rome in camera cardinalis de Ursinis cum earum
prophetiis, adiunctis illis quibusdam aliis que Colonie invenniuntur rethro chorum eccle-
sie coloniensis iuxta sex earundem sibillarum４）．
神が処女を母として生まれるだろうと予言した
シビュラは，一つの時代においてではなく，さまざまな者がいる。
以下に続くシビュラは，ローマのオルシーニ枢機の部屋に各々の予言とともに描かれ
ているものであり，それらの予言には，ケルンの聖堂の聖歌隊席の後方にある６人の同
じシビュラのもとに見いだされる別の予言が追加されている。
Abraham patriarcha.
In semine tuo benedicentur omnes genties terre５）.
族長アブラハム。地上の民たちはすべて，汝の子孫によって祝福されるだろう。
［１ ペルシアのシビュラ／預言者ミカ］
Prima sibilla sedet in throno, ac etiam subsequentes, diversimode tamen, quod fieri de-
bet secundum voluntatem pictoris６）. Itaque tam facies quam vestes et earum throni sint
diuersi. Et depingitur ita prima, annorum triginta, in habitu deaurato, habens sub pede
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serpentem, quamvis dictus cardinalis Ursionorum poni fecit ursum sub pede７）et tenet
dicta sibilla prima rotulum in quo scribitur hoc quod sequitur.
第１のシビュラは玉座に座り，また続くシビュラたちも，画家の意向に従わせるべきだっ
たがゆえに，さまざまな仕方ではあるが，同様に玉座に座っている。彼女たちの容貌も
衣服も玉座もさまざまである。第１のシビュラは，３０歳で，金色の衣服に身を包み，足
下に蛇を携えて――オルシーニ枢機の言葉では足下に熊を置くはずであったが――描
かれている。そして最初のシビュラは巻物をもち，そこには次のように記されている。
Sibilla Persica cuius mentionem facit Nichanor haec ayt. Ecce bestia conculcaberis, et
gignetur Dominus in orbe terrarum et gremium nunc virginis erit salus gentium et
pedes eius in valitudine hominum.
ペルシアのシビュラ――彼女についてはニカノルが言及している――はこう語っている。
見よ，獣は踏みつけられ，主が地上に生まれるだろう。そして，処女の胎は民たちの救
いとなり，彼の歩みは人間の安寧に向かうだろう。
Mycheas８）propheta.
Orietur sicut sol salvator mundi et descendet in uterum virginis ymber super gramen９）.
預言者ミカ。太陽が生まれるように，この世の救済者が生まれ，処女の胎の中に，雨が
草木に降るように降るだろう。
［２ リビアのシビュラ／族長ヤコブ］
Secunda sibilla, iuvenis, depingitur annorum viginti quatuor１０）, cum veste asure１１）, et co-
lombio１２）subgrisceo et tenet scriptum:
第２のシビュラは若く，２４歳で，青色の服と白い長衣を着て，次にように記された巻紙
をもっている
Sibylla Libica cuius meminit Euripides１３）ait.（T 117v） Ecce veniet dies et illuminabit
dominus condensa tenebrarum et solventur nexus sinagoge et desinent labia homini et
videbunt regem viventium et tenebit illum in gremio virgo domina gentium et regnabit in
misericordia et uterus matris eius erit statera cunctorum.
リビアのシビュラ――彼女についてエウリピデスが言及している――はこう語っている。
見よ，その日が来て，主が深い闇を照らすだろう。シナゴーグの結び目は解かれ，人々
の唇は閉ざされ，生ける者たちの王が見られるだろう。処女が彼を身ごもって諸国の女
主人となり，慈愛の中で統治するだろう。彼の母の胎は万人の秤となるだろう。
Iacob patriarcha.
Non auferetur sceptrum de Iuda et dux de femoribus eius（L 246r）donec veniat qui mit-
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tendus est et ipse erit expectatio gentium１４）.
族長ヤコブ。ユダから王錫を，統治権を彼の腿から取り去ってはならない。送られるべ
き者が来て，諸国の希望となるだろう。
［３ デルポイのシビュラ／預言者モーセ］
Tercia sibilla, iuvenis, annorum virginti１５）, vestitur serico panno damasceno, et in dex-
tera１６）manu tenet cornu bucinatorium aurem, et in leva tenet scriptum quod sequitur.
第３のシビュラは若く，２０歳で，ダマスコス産の絹の布をまとい，右手で黄金の角笛を
もち，左手で巻紙をもち，そこには次のように記されている。
Sibilla De<l>phica que ante troyana bella vaticinata est, de qua Crisippus et Ovidius Naso,
in arte poetica promptissimus, ayunt. Nasci debere prophetam absque maris coitu de uir-
gine eius.
デルポイのシビュラ――トロイア戦争以前に予言し，彼女についてクリュシッポスとオ
ウィディウス・ナーゾが，詩作の中できわめて明瞭に語っている。預言者は処女から，
婚姻の交接なしに生まれなければならない。
Moyses propheta.
Prophetam de gente tua et frateribus tuis sicut me suscitabit tibi Dominus１７）.
預言者モーセ。主はあなたの民から，あなたの兄弟たちから，私のような預言者を，あ
なたに対して立ち上がらせるだろう。
［４ キメリアのシビュラ／預言者ゼファニヤ］
Quarta Sibilla annorum viginti quatuor１８）, vestitur serico figurato damasceno blaveo, ten-
ens scriptum.
第４のシビュラは２４歳で，ダマスコス産の絹で織られた衣服を着て，次のように記され
た巻紙をもっている。
Sibilla Chimeria, in Ytalia nata, de qua Eminius et Albumazar astrologus, uiri magne in-
telligentie sic ayunt. In prima facie virginis ascendet puella quedam honesta et munda
quam vocavit Etheladrus Roascal gentes egypti et est pulcra facie prolixi capilli sedens
super sedem stratam. Nutrit puerum dans ei ad comedendum lac proprium quem
quedam gens vocat Jhesum.
キメリアのシビュラ――イタリアに生まれ，エミニウスと占星術師アルブマサルという，
偉大な智者たちが語っている。処女宮の第一の相において，優美で気高い乙女――彼女
をエジプトの民はエテラドルス・ロアスカルと呼んだ――が昇るだろう。彼女の容貌は
美しく，髪は豊かで，広い椅子に座っている。彼女は幼児に自分の豊かな乳を与えて育
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てるが，この者をある人々はイエスと呼ぶ。
Sophonias propheta.
（T 118r）Rex Israhel in medio tui veniet, et ipse saluabit te１９）．
預言者ゼファニヤ。イスラエルの王があなたの中に来て，あなたに挨拶するだろう。
［５ エリュトライのシビュラ／預言者ダビデ］
（B 266r）Quinta sibilla, annorum quinquaginta２０）, tenet gladium recuruum in dextera
pendentem et２１）cruentatum, et２２）habitu monialis vestitur, subalbis２３）vestibus; pedes ha-
bens supra celum rotondum azureum stellatum, et tenet rotulum in quo scribitur.
第５のシビュラは５０歳で，右手に重く恐ろしい，湾曲した剣をもち，修道女のような，
やや白い衣服を着ている。両足を星辰がちりばめられた青い天球の上に載せ，手にもっ
た巻紙には次のように記されている。
Sibilla nobilissima Erithrea nomine Erophila, in Babilonia orta, de Christo sic ayt. De ex-
celso celorum habitaculo prospexit Deus humiles suos et（L 246v）nascetur in diebus
novissimis de virgine hebrayca filius in cunabilis terre.
最も高貴なエリュトライのシビュラ――バビロニアに生まれ，ヘロピラと呼ばれる――
は，キリストについて次のように語っている。天の至上の住居から，神は自らの哀れな
者たちを眺めた。そして，近日中に，地上の揺籃の中に，子がヘブライの処女から生ま
れるだろう。
Item de eadem sibilla hos versus scribit Augustinus in sermone qui incipit２４）.
Vos, inquam, covenite, O Iudei２５）.
Iudicii signum tellus sudore madescet.
E caelo rex adveniet per saecla futurus,
Scilicet in carne praesens, ut iudicet orbem.
Unde Deum cernent incredulus atque fidelis
Celsum cum sanctis aevi iam termino in ipso.
Sic animae cum carne aderunt, quas iudicat ipse,
Cum iacet incultus densis in vepribus orbis.
Reicient simulacra viri, cunctam quoque gazam,
Exurat terras ignis pontumque polumque
Inquirens, taetri portas effringet２６）Averni.
Sanctorum sed enim cunctae lux libera carni
Tradetur, sontes eterna flamma cremabit.
Occultos actus retegens tunc quisque loquetur
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Secreta, atque Deus reserabit pectora luci.
Tunc erit et luctus, stridebunt dentibus omnes.
Eripitur solis iubar et chorus interit astris.
Volvetur caelum, lunaris galobus２７）obidit ;
Deiciet colles, valles extollet ab imo.
Non erit in rebus hominum sublime vel altum.
Iam aequantur campis montes et caerula ponti
Omnia cessabunt, tellus confracta peribit :
Sic pariter fontes torrentur fluminaque igni.
Sed tuba tum sonitum tristem demittet ab alto
Orbe, gemens facinus miserum variosque labores,
Tartareumque chaos monstrabit terra dehiscens.
Et coram hic domino reges sistentur ad unum.
Reccidet e caelo ignisque et sulphuris amnis.
（L 247r）Hec de Christi nativitate passione et ressurectione atque secundo eius adventu
ita dicta（T 118v）sunt ut si quis in Greco capita horum versum discernere voluerit in-
vetiet : Jhesus Christus, theu uyos, soter, quod grecarum litterarum proprietas non adeo
potuit observari.
さらに同じシビュラについて，アウグスティヌスは説教において，次のように始まる詩
句を書き記している。私は言うが，あなたがた，ユダヤ人よ，同意しなさい。裁きの徴
として，大地は汗で濡れるだろう。天から，永遠に支配する王が来るだろう。すなわち，
身体において，地上を裁くために現れる。それゆえ，不信仰者も信仰者も神を見るだろ
う，この世の終わりに，聖徒たちとともに高みにおられる神を。こうして，魂は身体と
とも神の前に出て，神が魂を裁くだろう，大地が繁った茨の茂みに覆われて荒廃したま
まのときに。人々の偶像も，財産もすべて投げ捨てられるだろう。火が大地を焼き払い，
そして火は大洋と天空まで，そして，忌まわしいアウェルヌス［冥府］の門を粉砕する
だろう。しかし，聖徒たちは身体全体に，自由な光が注がれて，永遠の炎が罪人たちを
焼き尽くすだろう。そのとき各々は，隠された所業を明らかにし，秘密を語るだろう。
そして神は光へと心を開くだろう。そのとき悲嘆の声が起こり，誰もが歯ぎしりをする
だろう。太陽の光輝は奪われ，星辰の輪舞は止むだろう。天は巻き上げられ，月の球も
消え，丘は低くなり，谷が底から持ちあがるだろう。人間の世界には高いものも低いも
のもなくなるだろう。今や，山は平地を等しくなり，青い大海はすべての動きを止めて，
大地は砕かれて消えるだろう。こうして，泉も川もともに，火によって干上がるだろう。
しかしそのとき，喇叭が悲しい音色を，大地の高いところから響かせるだろう，悲惨な
行為とさまざまな労苦を嘆きながら。大地は裂け，タンタロスの深淵が現れるだろう。
そしてそのとき，主の前に王たちは一つとなって立たされるだろう。天からは火と硫黄
の流れが落ちてくるだろう。これらは，キリストの生誕，受難，復活について，そして
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彼の第二の降臨について語ったものであり，もし各行の冒頭の文字をギリシア語によっ
て繋げようとするならば，「イエス・キリスト，神の子，救世主」と見いだすだろうが，
ギリシア語の文字の特性をここで保持することはできない。
David propheta.
A summo celo egressio eius et occursus eius usque ad summum eius２８）.
預言者ダビデ。天の果てから来て，天の果てまで廻る。
［６ サモスのシビュラ／預言者イザヤ］
Sexta sibilla annorum xxiiii２９）vestitur veluto rubeo et tenet scriptum.
第６のシビュラは２３歳で，赤い衣服を着て，次のように記された巻紙をもっている。
Sibilla Samia a Samos insula sic dicta, Semonoe nominata de qua <Erastothenes>３０）
scribit et ayt.
Ecce veniet diues et nascetur de paupercula et bestie terrarum adorabunt eum cal-
mabunt et dicent laudate eum in astris celorum.
サモスのシビュラ――サモス島出身なのでこのように言われ，セモネとも呼ばれており，
彼女についてはエラストテネスが書き記している――は，次のように語っている。見よ，
豊かな者がやって来て，貧しい女から生まれだろう。そして地上の動物たちは彼を崇め
て，叫んで言うだろう。天の星辰の中に彼を讃美しなさい。
Item de eadem３１）.
（B 266v）In ultima uero etate ueniet agnus celestis; humiliabitur deus humanabitur pro-
les divina, iungetur humanitati divinitas, iacebit in fero agnus et puellari officio educabi-
tur Deus et homo. Signa precedent apud Apellas, mulier vetustissima prescium <con-
cipiet>３２）, Bootem magis mirabitur, ducatum praestabit ad ortum. Hic habens pedes
tringintatres sexque pollices eliget sibi ex piscatroibus et dejecits numerum duodenar-
ium unumque dyabolum. Non in gladio venerandem urbem orbem regesque subiciet,
sed in hamo piscantis, et satatu humile in deictione et pauperize superait. Morte propria
mortuos suscitabit３３）, et morte vitam propinabit３４）. Eumque mactabitur, vivet et reganabit.
Et cum consummabuntur omnia fiet qua regenaratio bonos judicabit et malos. Hinc qua-
tuor alato animalia surgent in testimonium, et nomen agni tuba concient, serentes iusti-
tiam in orbem legemque eius irrepraesibilem, cui contradicet bestia simul et abhomina-
tio supumeque draconis. Sed surget stella lucidissima mirabilis quatuor animalium ha-
bens facies vel ymaginem. Eritque in tuba mirabili orbem illustrabit danaos illuminabit.
Spon-（L 274v）sam agni glorificabit. In Eneadem vincietur vincula（T 119r）cuius a dy-
abolo vinctorum３５）erit liberatio. Hinc gladiabitur, moriens illustrabitur. Porro gloriosus
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exitus eius in Eneadem caput piscatoris gloriabitur.
さらに同じシビュラについて。最後の時に，天の羊がやって来る。神は卑しめられ，神
の子は人間となり，神性は人間性と結びつけられるだろう。羊は干し草の中に横たわり，
乙女の務めによって神でもある人が生みだされる。アペッラース［ユダヤ人３６）］の下で
徴［おとめ座］が際立ち，年老いた女が預言者を身ごもるだろう。牛飼い座［新星］を
いっそう輝かせ，王を東方に示すだろう。この者は３３ペース［足幅尺］と６ポレックス
［指幅尺］の高さをもち，漁師たちと堕落した者たちの中から，自らに対して，１２人と
一人の悪魔を選びだすだろう。彼は，剣によってではなく，漁師の鈎針によって，尊ぶ
べき地上の都市と王たちを服従させるだろう。そして彼は，卑屈な態度で，零落と貧困
において勝るだろう。まさに死によって，死んだ者たちを目覚めさせるだろう。そして，
死によって，生を知らしめるだろう。彼は生贄にされ，生き，統治するだろう。そして，
万象は完成され，復活によって善き者たちと悪しき者たちが裁かれることになるだろう。
ここから，４つの翼をもった動物［４福音書記者］が証言において立ち上がるだろう。
そして，子羊の名を，喇叭が吹き鳴らし，世界に正義とその非難の余地のない法を広め
るだろう。それに対して，野獣と同時に，泡と龍の憎悪［アンチキリスト］が異議を唱
えるだろう。しかし，４つの動物の顔と姿をもつ，ひと際輝く驚嘆すべき星［パウロ］
が立ち上がるだろう。彼は驚嘆すべき喇叭の中にあり，世界を照らし，ギリシア人たち
を明るくするだろう。彼は子羊の婚約者を讃えるだろう。第９天の絆に結びつけられて，
悪魔に結びつけれた人々は解放されるだろう。子羊の名はこの世の終わりまで導き，そ
して高められるだろう。彼は剣で刺されて，死ぬことによって，輝くだろう。さらに，
彼の死は栄光に満ち，第９天において，漁師の頭は栄光に包まれるだろう。
Ysayas３７）propheta.
Ecce virgo concipiet et pariet filium et vocabitur nomen eius Emmanuel２８）.
預言者イザヤ。見よ，処女が男の子を身ごもり，生むだろう。その名前はエマヌエル［イ
ンマヌエル］と呼ばれるだろう。
［７ クマエのシビュラ／預言者エレミヤ］
Septima sibilla annorum octodecim３９）, habens crines reflexos retro caput, induitur deau-
rata veste, tenens in sinistra librum calusum, in dextera vero librum apertum, in quo
scribitur:
第７のシビュラは１８歳で，その髪は後方へとなびき，金色の衣服に包まれ，左手で閉じ
た本を，右手で開いた本をもち，そこには次のように記されている。
Sibilla Cumana uel Cumae, a Cuma civitate Campanie, nomine Amalthea, quae４０） fuit
tempore Terqui prisci, de qua Virgilius ayt.
Vltima Cumei uenit iam carminis etas
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Magnus ab integro saeculorum nascitur ordo.
Iam redit et Virgo, redeunt Saturnia regna.
Et nova progenies caelo dimittitur alto.
Tu duce sique manent, sceleis vestigia nostri
Irrita perpetua solvent formi dive terras
Tu modo nascenti puero, quo ferrea primum.
Desinet ac toto surget gens aurea mundo,
Casta fave Lucina: tuus iam regnat Apollo４１）.
クマエあるいはクマのシビュラはカンパーニャに住み，アマルテアとも呼ばれ，タルクィ
ヌス・プリスクスの時代に生きていて，ウェルギリウスは彼女について次のように述べ
ている。今やクマエの予言が告げる，最後の時代がやってきた。偉大なる世紀の秩序が，
新たに生まれつつある。今や処女なる女神も帰りきて，サトゥルヌスの王国は戻ってく
る。今や新たな血統が天から降りてくる。たとえわれらの罪の痕跡がなお幾らか残って
いても，あなたの導きで消し去られ，大地は絶え間ない恐怖から解き放たれるだろう。
さあ，清らかなルキナよ，生まれ出る子どもを見守りたまえ。この子とともに，ついに
鉄の種族は絶え，黄金の種族が全世界に立ち現れるだろう。今や，あなたの兄アポロン
の世が始まる。
Iheremias propheta.
Hic est, inquit, deus noster et non estimabitur alius absque eo４２）.
預言者エレミヤ。彼は言った。この者がわれわれの神であり，彼以外に匹敵する者はい
ない。
［８ へレスポントスのシビュラ／預言者ダニエル］
Octaua sibilla, annorum quinquaginta４３）, depingitur caput habens ligatum per totum ut
morista; terribilis in aspectu et tenet scriptum.
第８のシビュラは５０歳で，髪全体を縛った黒人として描かれ，顔の表情は厳しく，次の
ように記された巻紙をもっている。
Sibilla Elespontia in agro troyano nata, que scribitur Solonis fuisse et Cyri４４）temporibus,
de qua scribit Eraclius et ayt４５）. Ihesus Christios nascetur de casta; Felix ille Deus ligno
qui pendet ab alto４６）.
ヘレスポントスのシビュラ――トロイアの地に生まれ，ソロンとキュロスの時代に生き
ていたと書き記され，ヘラクリウスも言及している――は，次のように語っている。イ
エス・キリストが穢れなき女から生まれるだろう。高い木に吊される神は幸いである。
（L 248r）Daniel propheta.
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Cum venerit sanctus sanctorum, cessabit unxio４７）vestra４８）.
預言者ダニエル。最も聖なる者がやって来て，彼にあなたがたの油が注がれるだろう。
［９ ピュリギアのシビュラ／預言者イザヤ］
（T 119v; B 267r）Nona sibilla antiqua depingitur turpis et nigra, capillos habens tortos et
expansos supra dorsum more egiptiaco; sbucincta ad pectus et renes duplici corrigia,
vestem habens de tela grossa, colobium habens rubeum, et tenet scriptum.
第９のシビュラは，老人の醜い黒人として描かれ，エジプト風に髪を編んで，背中に流
している。胸に帯を締め，腰に二重の紐を巻きつけ，厚い服と赤い長衣を身につけ，次
のように記した巻紙をもっている。
Sibilla Frigea que vaticinata est Anchire de Christo sic ayt.
Flagellabit Deus potentes terre, ex Olimpo excelsus veniet et firmabitur concilium in
celo et anunciabitur virgo in vallibus desertorum. In manibus infidelium postea veniet.
Dabunt autem domino alapas manibus incestis colaphas accipiens tacebit ne quis ag-
noscat quomodo vel unde venit verbum４９）.
ピュリギアのシビュラ――アンキュラにおいて予言した――はキリストについて次のよ
うに語っている。神は地上の権力者たちを笞打つだろう。オリュンポスから気高い方が
やって来て，天には協和が確立され，砂漠の谷では処女に告知があるだろう。そののち，
彼は不信仰の者たちの手に渡されるだろう。彼らは主を穢れた手で打ちすえ，主は打た
れながら黙するだろう。〈ことば〉がいかにして，またどこからやって来たのかを誰に
も知らせないためである。
Ysayas propheta.
Puer natus est nobis et puer datus est nobis５０）.
預言者イザヤ。子どもがわれわれに生まれ，子どもがわれわれに与えられた。
［１０ ティブルのシビュラ／預言者ヨエル］
Decima sibilla, annorum uiginti５１）, pulchra facie et alba, depingitur habens pellem
capreoli５２）silvestris ad spatulas; itaque pedes anteriores cum capite animalis sint reflexi
desuper ad pectus et posteriores inferius ad corrigiam, et vestitur rubeo, more romano,
tenens scriptum５３）.
第１０のシビュラは２０歳で，美しく白い顔をもち，子鹿の皮を両肩にかけた姿で描かれて
いる。子鹿の前脚は頭とともに胸の方へ曲がり，後脚は下の靴紐まで達している。ロー
マ風の赤い衣服を身につけ，次のように記された巻紙をもっている。
Sibilla Tiburtina５４）, nomine Asbulnea, que vaticinata est Romanis, cuius similacrum tene-
92 専修人文論集１０３号
bat librum ubi scriptum erat.
Nascetur Christus in Bethlehem, et annuntiabitur in Nazareth regente tauro pacifico５５）
fundatore quiestis. O felix illa mater cuius ubera illum lactabunt. Suspendunt eum in
ligno et occidunt et nihil valebit eis quia tercia die resurget et ostendet se dicipulis et ip-
sis videntibus accendet in celum et regni eius non erit finis.
ティブルのシビュラは，アルブネアのシビュラと呼ばれ，ローマ人たちに予言した。彼
女の像は本をもっており，その中には次のように記されていた。キリストはベツレヘム
に生まれ，ナザレにおいて，平和をもたらす雄牛が支配しているときに告知されるだろ
う。おお，なんと幸福なことか，彼に乳房から乳を与える母は。彼は木に吊されて，殺
されるだろうが，何も効果はないだろう。というのは，三日後に彼は復活して，弟子た
ちの前に姿を見せ，彼らが見ている前で天に昇るだろうから。彼の王国に限りはないだ
ろう。
Yhohel５６）propheta.
Egredietur sponsus de cubili suo et sponsa de thalamo suo５７）.
預言者ヨエル。花婿を寝室から，花嫁を婚礼の間から呼び出しなさい。
［１１ エウロパのシビュラ／預言者ハバクク］
（L 248v）Vndicima sibilla dipingtur５８）annorum quindecim５９）, pulcrior ceteris, cum aurea
（T 120r）veste; habens pepulum subtillissimum, sub aureos crines subtiliter retro caput
nodatum, et tenet scriptum.
第１１のシビュラは，１５歳で，他のシビュラよりも美しく，金色の衣服を着て描かれてい
る。彼女はきわめて精妙な上衣を身につけ，黄金の髪を頭の後ろで結び，次のように記
された巻紙をもっている。
Sibillla Europhia de Christo sic ayt.
Veniet ille, et transibit colles et montes et latices Olimpi regnabit in paupertate et
dominabitur in silentio et egredietur de utero virginis.
エウロパのシビュラは，キリストについて次のように語っている。あの方がやって来て，
オリュンポスの丘，山，河を通るだろう。彼は貧窮の中で統治し，沈黙の中で支配する
だろう。彼は処女の胎から生まれるだろう。
Abacuc propheta.
Bos cognovit possessorem suum et azinus praesepe domini sui６０）．
預言者ハバクク。雄牛は自らの飼い主を，また驢馬は主人の小屋を知っている。
［１２ アグリッパのシビュラ／預言者ミカ］
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Duodecima sibilla et ultima６１）, annorum triginta６２）, depingitur matua et gravis, romano
more induta, colobium habens de veluto rubeo et tenet scriptum.
第１２の，そして最後のシビュラは，３０歳で，成熟した重々しい姿で描かれる。彼女はロ
ーマ風の服装で，赤いヴェールを被った上衣に身を包み，次のように記された巻紙をもっ
ている。
Sibilla Agripa sic ayt de Christo.
Invisibile verbum palpabitur et germinabit ut radix, et siccabitur ut folium et non appare-
bit venustas eius ut circumdabit illum alvus maternus et flebit Deus leticia sempiterna et
ab hominibus conculcatitur, et nascetur ex matre ut Deus, et conversabitur ut peccator.
アグリッパのシビュラはキリストについて，次のように語っている。
不可視の〈ことば〉が触れられ，根のように発芽し，葉のように乾くだろう。彼を母の
腹が囲み，彼の優美さは現れないだろう。神は永遠の歓びを哀しみ，人々によって踏み
つけられるだろう。彼は神として母から生まれ，罪人としてふるまうだろう。
Micheas propheta.
Et tu Bethleem, effecta paruula es in tribus Iuda: ex te enim egredietur qui fuit domina-
tor in Israel６３）.
預言者ミカ。ベツレヘムよ，おまえはユダの民族で小さなものだが，おまえの中から私
のために，イスラエルを治める者が出るだろう。
［結語］
Expliciut prophetie Sibillarum.
Si igitur, o Iudee miser et infelix, tuis vatibus credere nolis, gentilibus tamen dictis Sybil-
linis versibus fidem adhibe veritatis６４）.
［以上で］シビュラたちの予言が説明された。
悲惨で不幸なユダヤよ，もしおまえの預言を信じようとしないとしても，異教のシビュ
ラたちの詩句には真実の信を置きなさい。
註
１）レイボウルドの記述には不正確な箇所も見られる。たとえば，ブリュッセル写本（以
下 B）には「キリストの受肉についての１２人のシビュラの予言」という標題は欠けて
いるのであるが，彼の当該の写本のトランスクリプションにはこの文言が最初に置か
れている（Raybould［2017］，p.93）。トンゲルロー写本（以下 T）のフォリオ番号が
fol．１１７v―１２０rと記されているが，正しくは fol．１１７r―１２０rである（Ibid., p．９４）。リビ
アのシビュラの託宣中に virgo illum in gremioと記されているが（Ibid., p．１７４），正
しくは illum in gremio virgoである。キメリアのシビュラの託宣中に adcendit virgo
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と記されているが（Ibid., p．１８４），正しくは adcendit puellaである。同託宣中に
Ethaldrusと記されているが（Ibid．），正しくは Etheldrusである。サモスのシビュラ
の託宣中に Femonoeと記されているが（Ibid., p．１９４），正しくは Semoneである。
クマエのシビュラの託宣において，ウェルギリウス『牧歌』第４歌１０行が欠けている
と指摘しているが（Ibid., p．１９８），実際には引用されている。アグリッパのシビュラ
の託宣中に alvus maternaと記されているが（Ibid., p．２２０），正しくは illus alvus mater-
nusである。
２）伊藤博明「預言者とシビュラ――キリスト教の普遍性と教会の革新をめぐって」，『フ
レスコ画の身体学――システィーナ礼拝堂の表象空間』，上村清雄編，ありな書房，２０１２
年，２１４―２２３ページ。
３）T, B : omit Prophetie ...... Christi
４）T, B : Sequuntur sibille sicut depicte sunt in camera reverendissimi domini cardina-
lis de Ursinis cum earum descriptionibus et prophetiis ad certis aliis bonis additonibus
de eisdem quae non sunt in dicta camera, sed sicut scripte sunt iuxta sex earundem
sibillis sub brevibus retro chorum ecclesie Coloniensis et hic ponuntur ad longum pro
meliori．「以下に続くシビュラは，きわめて崇敬すべきオルシーニ枢機の部屋に，
各々の記述と予言とともに描かれているものであり，それらの予言には，上記の部屋
には存在しないが，ケルンの聖堂の後方にある，６人の同じシビュラのもとに，短い
予言として記されている，別のいくつかの優れた予言が付加されている。そしてここ
では，より良く知るために，詳しく述べられている」。
５）『創世記』２２：１８。
６）T, B : quod debet fieri ad voluntatem depingentis.
７）T, B : serpentem, sed quia erat in domo Ursinorum posuit sub pede ursum「しかし，
オルシーニの家にあったので，足の下に熊を置いた」。
８）T: Micheas
９）『詩編』７６：６を参照。B: omit Mycheas …… gramen
１０）T, B : xxiiior
１１）B : asurea
１２）T, B : colobio
１３）T：Eruspides
１４）『創世記』４９：１０。B: omit Iacob ...... gentium
１５）T, B : xx
１６）T, B : dextra
１７）『申命記』３：１５。B: omit Moyses …… Dominus.
１８）T, B : xxiii
１９）『ゼファニヤ書』３：１５。B: omit Sophonias …… te.
２０）T, B : lta
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２１）T, B : omit et
２２）T, B : in
２３）T, B : sub albis
２４）以下のアクロスティック（各行の冒頭の文字を繋げると意味を成すようになる詩句）
は，アウグスティヌスの『神の国』（De civitate Dei , 18, 23, eds. B. Dombart et A. Kalb,
Corpus chrsitianourm Series Latina, 47―48, Turnhout, 1955, p.613）に見られるが，こ
こでは，中世にはアウグスティヌスに帰せされていた，クウォドウルトデウスの『ユ
ダヤ教徒，異教徒，アリウス派駁論』（Quodvultdeus, Contra Iudaeos, Paganos et Arianos,
16, 4―6, ed. Brown, p.249）が参照されている。
２５）T, B : Item de eadem versus.
２６）アウグスティヌス＝クウォドウルトデウスのテクストでは effringet「破壊するだろ
う」。
２７）アウグスティヌス＝クウォドウルトデウスのテクストでは splendor「輝き」。
２８）『詩編』１９：５―６。B : omit David …… eius
２９）T, B : xxiiiior
３０）L, Tにはなく，Bによって補う。『キリストの到来についての１２人のシビュラの予
言』（München, Bayerische Staatsbibliothek, clm 19859, fol.187v）では Eratosthenes
と記されており，この表記の方が正しい。ウァロの『古代の人事と神事』（Antiquitates
rerum humanarum et divinarum）においては次のように述べられている。「第６［の
シビュラ］は，サモスのシビュラで，エラストテネス（Eratosthenes）がサモスの人々
の古い年代記の中に彼女を見いだしたと書いている」（in Lactantius, Institutiones divi-
narum , 1, 6, 9, ed, Pierre Monat, Paris: Les Edition du Cerf, 1986, p.78）。
３１）以下，『エリュトライのシビュラの予言』（Vaticinium Sibyllae Erythrae, in O.Holder
-Egger, “Italienische Prophetieen des 13. Jahrhunderts I,” Neues Archiv der Gesellschaft
für älter deutsche Geschichtskunde, 15, 1890, pp.161―162）からの影響が見られる。
３２）Lにはなく，T, Bによって補う。『エリュトライのシビュラの予言』ではmulier vetus-
tissma prescium concipet（ed. cit, p．１６１）。
３３）各写本とも suscitabuntであるが，『エリュトライのシビュラの予言』に基づいて訂
正する。
３４）各写本とも propinabuntであるが，テクストのように訂正する。『エリュトライの
シビュラの予言』に対応する箇所は見いだされない。
３５）各写本は vinctorumであるが，『エリュトライのシビュラの予言』を参照して訂正
する。
３６）以下の預言には解釈が困難な箇所も多い。参考までに，ホルダー＝エッガー版『エ
リュトライのシビュラの予言』（上述）に収められた，フィレンツェのリッカルディ
アーナ図書館所蔵の写本（Riccardiana Ms. 881）に見いだされる注釈を［ ］内に付
記する。
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３７）T : Ysaias
３８）『イザヤ書』７：１４。T: Emanuel; B: omit Ysayas …... Emmanuel
３９）T, B : xviii
４０）T : qui
４１）ウェルギリウス『詩選』４：４―７，１３―１４，８―１０（『牧歌／農耕詩』小川正廣訳，京
都大学学術出版会，２００４年）。
４２）『バルク書』３：３６。
４３）T, B : lta
４４）T, B : Solonis et Cyri fuisse
４５）T, B : et sic ait
４６）『シビュラの詩編』（Versus Sibyllae, in Bernard Bischoff, “Die lateinischen Über-
setzungen und bearbeiten aus den Oracula Sibyllina, ” in Idem, Mittelalteriche Studien:
Ausgewählte Aufsätze zur Schriftkunde und Literaturgeschichte, vol.1, Stuttgart : A.
Hiersemann, 1966, p.159）を参照。
４７）T : unctio
４８）『ダニエル書』９：２４。B : omit Daniel …… vestra.
４９）クウォドウルトデウス『ユダヤ教徒，異教徒，アリウス派駁論』（Quodvultdeus, Con-
tra Iudaeos, Paganos et Arianos, 16, 4, ed. Brown, p.249）を参照。
５０）『イザヤ書』９：６を参照。B : omit Ysayas …… nobis.
５１）T, B : xx
５２）T, B : capriolis
５３）T, B : et tenet scriptum
５４）T : Tyburtina
５５）『エリュトライのシビュラの予言』（Vaticinium Sibyllae Erythrae, in Holder-Egger, op.
cit ., p.159）を参照。
５６）T : Johel
５７）『ヨエル書』２：１６。B : omit Johel …… suo
５８）T, B : add juvenis「若い」
５９）T, B : xv
６０）『イザヤ書』１：３。B : omit Abcuc …… sui.
６１）T, B : Duodecima et ultima Sibilla
６２）T, B : xxx
６３）『ミカ書』５：２。B : omit Micheas …… Israel
６４）T, B : Si non suis vatitubus credat vel gentilibus sibillinis versibus hec predicam．
「もし［ユダヤが］自らの預言を信じないのならば，私はこれらの異教のシビュラの
詩句を告げよう」。
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『キリストの到来についての１２人のシビュラの予言』（テクストと邦訳）
【凡例】
・ミュンヘン，バイエルン州立図書館所蔵の以下の写本による。
München, Bayerische Staatsbibliothek, clm 19859, foll.187v―188v.
・トランスクリプションにあたっては，『キリストの受肉についての１２人のシビュラの
予言』の場合に準じた。
・各シビュラの託宣について，『キリストの受肉についての１２人のシビュラの予言』と
の異同を註において示した１）。
（187v）Duodetim sibillarum dicta prophetica de adventu Christi.
Rome in camera paramenti ipsius domini Jordani Cardinaris mirafico opere depicte sunt
xii sibille que sic dicunt de adventu Christi.
キリストの到来についての１２人のシビュラの予言
ローマの，ジョルダーノ枢機自身のカーメラ・パラメンティの中に，素晴らしい技術
によって１２人のシビュラが描かれ，彼女たちはキリストの到来について，以下のように
述べている。
Sibilla Persica cuius mentionem facit Nichanor et ait２）. Ecce bestia conculcaberis, et
gignetur Dominius in orbem３）terrarum et gremium nunc virginis erit salus gentium et
pedes eius in valitudine hominum.
ペルシアのシビュラ――彼女についてはニカノルが言及している――は語っている。
見よ，獣は踏みつけられ，主が地上に生まれるだろう。そして，処女の胎は民たちの救
いとなり，彼の歩みは人間の安寧に向かうだろう。
Sibylla Libica cuius meminit Euripides ait.
Ecce veniet dies et illuminabit dominus condensa tenebrarum et solventur nexus sina-
goge et desinent labia homini et videbunt regem viventium et tenebit illum in gremio
virgo domina gentium et regnabit in misericordia et uterus matris eius erit statera cunc-
torum.
リビアのシビュラ――彼女についてエウリピデスが言及している――はこう語っている。
見よ，その日が来て，主が深い闇を照らすだろう。シナゴーグの結び目は解かれ，人々
の唇は閉ざされ，生ける者たちの王が見られるだろう。処女が彼を身ごもって諸国の女
主人となり，慈愛の中で統治するだろう。彼の母の胎は万人の秤となるだろう。
Sibilla Dephica que ante troyana bella vaticinata est, de qua Crisippus ait, et Ovidius
Naso, in arte poetica promptissimus, ayunt.
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Nasci debere prophetam absque matris coitu de uirgine eius.
デルポイのシビュラ――トロイア戦争以前に予言し，彼女についてクリュシッポスとオ
ウィディウス・ナーゾが言及している――は，その詩作の中できわめて明瞭に，次のよ
うに語っている。
預言者は処女から，婚姻の交接なしに生まれなければならない。
Sibilla Chimeria, in Italia nata, de qua Eminius ait４）.
In prima facie virginis ascendet puella quam５）vocavit Etheladrus Roascal gentes egipti et
est pulcra facie prolixa capillis６）sedens super sedem stratam. Nutrit puerum dans ei ad
comedendum lac Christum７）.
キメリアのシビュラ――イタリアに生まれ，彼女についてはエミニウスが語っている。
処女宮の第一の相において，乙女――彼女をエジプトの民はエテラドルス・ロアスカル
と呼んだ――が昇るだろう。彼女の容貌は美しく，髪は豊かで，広い椅子に座っている。
彼女は幼児――キリスト――に自分の豊かな乳を与えて育てる。
Sibilla nobilissima Erithrea, in Babilonia orta８）, de Christo sic ait.
De excelso celorum habitaculo prospexit Deus humiles suos et nascetur in diebus novis-
simis de virgine hebrayca filius in cunabilis terre.
最も高貴なエリュトライのシビュラ――バビロニアに生まれた――は，キリストについ
て次のように語っている。
天の至上の住居から，神は自らの哀れな者たちを眺めた。そして，近日中に，地上の揺
籃の中に，子がヘブライの処女から生まれるだろう。
Sibilla Samia a Samos insula, de qua scribit Erastothenes９）.
Ecce veniet diues et nascetur de（188r）paupercula et bestie terrarum adorabunt eum
calmabunt et dicent laudate eum in astris celorum.
サモスのシビュラ――サモス島出身なのでこのように言われ，彼女についてはエラスト
テネスが書き記している――は，次のように語っている。
見よ，豊かな者がやって来て，貧しい女から生まれだろう。そして地上の動物たちは彼
を崇めて，叫んで言うだろう。天の星辰の中に彼を讃美しなさい。
Sibilla Cumana fuit tempore Terqui prisci scripsit de Christo１０）.
Vltima Cumei uenit iam carminis etas Magnus ab integro saeclorum nascitur ordo. Jam
redit et Virgo, redeunt Saturnia regna. Iam１１） nova progenies caelo dimittitur alto. Tu
modo nascenti puero, quo ferrea primum. Desinet ac toto surget gens aurea mundo,
Casta fave Lucina: tuus iam regnat Apollo１２）.
クマエのシビュラは，タルクィヌス・プリスクスの時代に生きていて，キリストについ
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て書き記した。今やクマエの予言が告げる，最後の時代がやってきた。偉大なる世紀の
秩序が，新たに生まれつつある。今や処女なる女神も帰りきて，サトゥルヌスの王国は
戻ってくる。今や新たな血統が天から降りてくる。さあ，清らかなルキナよ，生まれ出
る子どもを見守りたまえ。この子とともに，ついに鉄の種族は絶え，黄金の種族が全世
界に立ち現れるだろう。今や，あなたの兄アポロンの世が始まる。
Sibilla Elespontia in agro troiano nata, de qua scribit Eraclitus１３）.
Ihesus Christios nascetur de casta１４）.
ヘレスポントスのシビュラ――トロイアの地に生まれ，彼女についてはヘラクリトゥス
が書き記している。
イエス・キリストが穢れなき女から生まれるだろう。
Sibilla Frigea sic vaticinata est１５）.
Flagellabit Deus potentes terre, ex Olimpo excelsus veniet et firmabitur concilium in
celo et anunciabitur virgo in vallibus desertorum１６）.
ピュリギアのシビュラはこのように予言した。
神は地上の権力者たちを笞打つだろう。オリュンポスから気高い方がやって来て，天に
は協和が確立され，砂漠の谷では処女に告知があるだろう。
Sibilla Tiburtina, Albunea, cuius similacrum tenebat librum ubi scriptum est１７）.
Nascetur Christus in Bethlehem, et annuntiabitur in Nazareth regente tauro pacifico fun-
datore quiestis. O felix illa mater cuius ubera illum lactabunt１８）.
ティブルの，アルブネアのシビュラ――彼女の像は本をもっており，その中には次のよ
うに記されていた。
キリストはベツレヘムに生まれ，ナザレにおいて，平和をもたらす雄牛が支配している
ときに告知されるだろう。おお，なんと幸福なことか，彼に乳房から乳を与える母は。
Sibillla Europia qua de Christo１９）sic ait.
Veniet ille, et transibit montes et colles２０） et latices Olimpi regnabit in paupertate et
dominabitur in silentio et egredietur de utero virginis.
エウロパのシビュラは，キリストについて次のように語っている。
あの方がやって来て，オリュンポスの山，丘，河を通るだろう。彼は貧窮の中で統治し，
沈黙の中で支配するだろう。彼は処女の胎から生まれるだろう。
Sibilla Agripa vel Agripina sic ait de Christo２１）.
Invisibile verbum palpabitur et germinabit ut radix, et siccabitur ut folium et non appare-
bit venustas eius ut circumdabit２２）alvus maternus et flebit Deus leticia sempiterna et ab
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hominibus conculcatitur２３）, ex matre ut Deus, et conversabitur ut peccator.
アグリッパ，あるいはアグリピーナのシビュラはキリストについて，次のように語って
いる。
不可視の〈ことば〉が触れられ，根のように発芽し，葉のように乾くだろう。彼を母の
腹が囲み，彼の優美さは現れないだろう。神は永遠の歓びを哀しみ，人々によって踏み
つけられるだろう。彼は神として母から生まれ，罪人としてふるまうだろう。
註
１）典拠については『キリストの受肉についての１２人のシビュラの予言』の註を参照さ
れ参照されたい。
２）L, T, B : haec ayt
３）L, T, B : orbe
４）L, T, B : Eminius et Albunazar astrologus, uiri magne intelligentie sic ayunt
５）L, T, B : puella quedam honesta et munda quam
６）L, T, B : prolixi capilli
７）L, T, B : lac proprium quem quedam gens vocat Jhesum
８）L, T, B : add nomine Erophila
９）L, T : sic dicta, Semonoe nominata de qua scribit et ayt B : sic dicta, Semonoe nomi-
nata de qua Erastothenes scribit et ayt
１０）L, T, B : Sibilla Cumana uel Cumae, a Cuma civitate Campanie, nomine Amalthea,
quae fuit tempore Terqui prisci, de qua Virgilius ayt
１１）L, T, B : Et
１２）L, T, B : Vltima Cumei uenit iam carminis etas / Magnus ab integro saeclorum nas-
citur ordo. / Iam redit et Virgo, redeunt Saturnia regna. / Et nova progenies caelo
dimittitur alto. / Tu duce sique manent, sceleis vestigia nostori / Irrita perpetua sol-
vent formi dive terras / Tu modo nascenti puero, quo ferrea primum. / Desinet ac
toto surget gens aurea mundo, / Casta fave Lucina: tuus iam regnat Apollo.『キリスト
の受肉についての１２人のシビュラの予言』においては，『詩選』第３歌の詩行が変則
的に，４―７，１３―１４，８―１０行と並んでいたが，ここでは，１３―１４行を省略して引用して
いる。
１３）L, T, B : que scribitur Solonis fuisse et Cyri temporibus, de qua scribit Eraclius et
ayt
１４）L, T, B : add Felix ille Deus ligno qui pendet ab alto
１５）L, T, B : que vaticinata est Anchire de Christo sic ayt
１６）L, T, B : add In manibus infidelium postea veniet. Dabunt autem domino alapas
manibus incestis colaphas accipiens tacebit ne quis agnoscat quomodo vel unde venit
verbum
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１７）L, T, B : nomine Asbulnea, que vaticinata est Romanis, cuius similacrum tenebat li-
brum ubi scriptum erat
１８）L, T, B : add Suspendunt eum in ligno et occidunt et nihil valebit eis quia tercia die
resurget et ostendet se dicipulis et ipsis videntibus accendet in celum et regni eius
non erit finis
１９）L, T, B : Europhia de Christo
２０）L, T, B : colles et montes
２１）L, T, B : Sibilla Agripa sic ayt de Christo
２２）L, T, B : add illum
２３）L, T, B : add et nascetur
